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抄録

本稿は立山信仰史研究における一課題として、信濃国での立山信仰の広まりを検討した

ものである。その際、特に立山山麓芦峅寺の宿坊家・教蔵坊の実態に着目している。具体

的には、教蔵坊が文政 8 年（1825）に信濃国の人々から寄進を受けた銅造地蔵菩薩半跏坐

像（現、富山県小矢部市・本覚山観音寺〔真言宗〕に安置）の銘文を分析史料とし、俗名

で刻まれた寄進者名とその住所をすべて整理して一覧表を作成した。そこから教蔵坊の檀

那場（布教圏）を推測し、また長野県に現存する教蔵坊が発給した寄進者に対する領収証

文などの古文書史料とも併せて、教蔵坊と直接的に関係を持ったことが確認できる人々を

数例提示した。

一方、教蔵坊が寄進を受けた銅造地蔵菩薩半跏坐像の製作にあたっては、先述の銘文か

ら、同坊の衆徒照界と松本の絞木綿問屋の同業組合「立山講」との関係が背景にあるとみ

られ、さらにこの松本の立山講は、越中国の新川木綿の生産・流通状況にも深く関わって

いた。こうした当時の新川木綿を取り巻く状況についても、信濃国の人々の教蔵坊への銅

造地蔵菩薩半跏坐像の一件と併せて、両者の関係性についても、そこに師檀関係の存在を

浮き彫りにした。

キーワード：立山信仰、立山、芦峅寺、教蔵坊、衆徒、新川木綿、信濃国松本、立山講

はじめに

富山県立山山麓の芦峅寺雄山神社や富山県［立山博物館］では。かつて芦峅寺宿坊家が

使用した檀那帳や廻檀日記帳、勧進記などを多数所蔵するが、筆者は約 30 年来、これらの

史料を調査・整理し、芦峅寺宿坊家衆徒の廻檀配札活動や檀那場の実態について検討を試

みてきた。

こうした立山信仰の伝播者側の史料である檀那帳や廻檀日記帳、勧進記などからは、衆

徒が行った廻檀配札活動の内容や信仰圏である檀那場の分布・規模・檀家構成など、どち

らかといえば外事的な面をある程度捉えることができたが、一方、檀那場で立山信仰を信

仰対象として受容した人々の本当の意味での信仰の有様や、それらの人々が依拠した立山

講の組織経緯、講活動など、内事的な面については、それらを構造的に捉えようとした場

合、衆徒の布教を受けて立山信仰を受容した民衆側の史料は必要不可欠である。しかし、
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これらの課題については進展が滞っており、まだまだ調査・検討の余地がある。  
筆者はかつて、この一連の研究において、芦峅寺衆徒が江戸時代後期以降に信濃国で形

成していた檀那場について調査・研究を行ったことがあり、その成果は 2001 年に当時筆

者が勤務していた富山県［立山博物館］の研究紀要に論文として発表している１。のちにそ

の論文は、筆者が翌年に刊行した『近世立山信仰の展開―加賀藩芦峅寺衆徒の檀那場形成と

配札―』にも再録している２。 
その際、テーマに対する分析史料として、芦峅寺雄山神社所蔵の 3 冊の帳冊を用いた。

1 冊は芦峅寺の宿坊家・福泉坊が信濃国を布教地として用いた檀那帳（江戸時代幕末期の

成立と推測される）であり、もう 1 冊は旧所蔵宿坊家が不明の明治 15 年（1882）の新潟

県・長野県・群馬県・埼玉県・東京府を布教地とした檀那帳、あとの 1 冊が、旧所蔵宿坊

家が不明の明治 7 年（1874）から同 9 年（1875）の間に成立した、長野県・熊谷県・埼

玉県を布教地とした祠堂金控帳であった。  
筆者はまず、これらの史料を解読したうえで檀家の氏名や住所を一覧表に整理し、次に

そこから芦峅寺衆徒が信濃国で行った廻檀配札活動の内容や信仰圏である檀那場の分布・

規模・檀家構成などを明らかにした。  
一方これとは別に、富山県小矢部市観音町・本覚山観音寺（真言宗）の前庭に安置され

ている銅造地蔵菩薩半跏坐像も信濃国の檀那場の分布・規模・檀家構成などを知ることが

できる重要な史料である。この地蔵尊像は芦峅寺の宿坊・教蔵坊が、文政 8 年（1825）7
月に信濃国の立山信仰の信者たちから寄進されたもので、その身体全体には数多くの寄進

者名とその所在地が刻み込まれている。筆者はかつて、それらの銘文から寄進者の所在地

と人数を調べ上げ、一覧表を作成した。しかしその際、信者の俗名・戒名などの情報につ

いては合わせて 2500 人を超え、あまりにも多かったので、一覧表の作成及び論文・書籍へ

の提示を諦めた経緯がある。また、同一信者の重複記載も多数見逃してしまっていた。こ

うした当時の作業に対して今振り返ってみると、この時に信者名の整理・提示を行わなか

ったことが、信濃国の立山信仰の信者たちの実態をぼやかしてしまうことになり、後の研

究を停滞させた要因になったと思われる。 
そこで本稿では今後の研究への利便を考え、地蔵尊像に刻み込まれた信者の俗名をすべ

て書き上げ、一覧表を作成して提示したい。さらに、このデータから教蔵坊の信濃国の檀

那場（信仰圏）を推測し、また長野県に現存する教蔵坊が発給した寄進者に対する領収証

文などの古文書史料とも併せて、教蔵坊と直接的に関係を持ったことが確認できる人々を

あげておきたい。一方、教蔵坊が寄進を受けた銅造地蔵菩薩半跏坐像の製作にあたっては、

銘文から、同坊の衆徒照界と松本の絞木綿問屋の同業組合「立山講」との関係が背景にあ

ると見られ、さらにこの松本の立山講は、越中国の新川木綿の生産・流通状況にも深く関

わっていた。こうした当時の新川木綿を取り巻く状況についても、信濃国の人々の教蔵坊

への銅造地蔵菩薩半跏坐像の一件と併せて、検討していきたい。  
 

１．小矢部市観音寺銅造地蔵菩薩半跏坐像の銘文

富山県小矢部市観音町・本覚山観音寺（真言宗）の前庭に安置されている銅造地蔵菩薩

半跏坐像（写真1）は、江戸時代までは立山山麓芦峅寺の閻魔堂の前庭に安置されていた。

同地蔵尊像は芦峅寺の宿坊・教蔵坊３が、文政8年（1825）7月４に信濃国の立山信仰の信者

たちから寄進されたものであった。なお、請負人（製作・寄進事業の代表者）は松本飯田

町の薬罐屋佐原市右衛門正孝５で、鋳物師は信濃国上田の小嶋大治郎藤原弘孝６である。 
さてそれは後に、明治初年（1868）の神仏分離令にもとづく廃仏毀釈の影響を受け、ま

ず、芦峅寺から加賀国河北郡倶利伽羅村の長楽寺に移遷された。もっともその長楽寺も明

治2年（1869）に明治政府の神仏分離令によって廃され、その後は手向神社となっていた。

同神社に移遷されたその地蔵尊像は、さらに明治5年（1872）に観音寺に移遷され、現在に

至っている。 
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この地蔵尊像が前述のとおり文政8年（1825）に芦峅寺閻魔堂の前庭に露天で安置され

て以降７、現地では、芦峅寺一山衆徒による毎年7月16日の閻魔堂の縁日８や同日の大水陸

会９などの年中行事で礼拝されていた。  
ところで、この地蔵尊像には、身体全体に数多くの寄進者名とその所在地が刻み込まれ

ている。筆者はかつて、それらの銘文から寄進者の所在地と人数を調べ上げ、一覧表を作

成した。しかしその際、信者の俗名・戒名などの情報については合わせて2,500人を超え、

あまりにも多かったので、一覧表の作成及び論文・書籍への提示を諦めた経緯がある。だ

が今になって思うと、この時に信者名の整理・提示を行わなかったことが、信濃国の立山

信仰の信者たちの実態をぼやかしてしまうことになり、後の研究を停滞させた要因になっ

たと考えている。 
そこで本稿では今後の研究への利便を考え、地蔵尊像に刻み込まれた信者の俗名をすべ

て書き上げた第1表を作成した。なお、同表の作成にあたっては、立山町史編纂室編『立山

請来 延命地蔵銘 小矢部市観音寺境内安置』１０の内容にもとづいた。  
 

 
写真 ：小矢部市観音寺銅造地蔵菩薩半跏坐像（筆者撮影）
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村番号 寄進者所在地 寄進者氏名 人数
糸魚川新田町 岡沢治郎右衛門
糸魚川新田町 青木弥兵衛
糸魚川新田町 野本徳左衛門
横道村 槌田佐平
真光寺村 松木六右衛門
真光寺村 松木喜兵衛
真光寺村 中林佐兵衛
真光寺村 徳左衛門
真光寺村 徳右衛門
水保村 広川長右衛門・妻
水保村 広川源二右衛門
水保村 広川源左衛門
水保村 広川九郎左衛門
水保村 度鍋善右衛門
水保村 山本孫右衛門
水保村 山本伊藤作
水保村 小川太郎兵衛
水保村 小川覚右衛門
水保村 能光佐兵衛
水保村 鹿川源内
水保村 鹿川九右衛門
水保村 鹿川九左衛門
水保村 小川吉三郎
水保村 小川津右衛門
道平村 金子六右衛門
真木村 斉藤文右衛門
真木村 斉藤由左衛門
真木村 斉藤作右衛門
真木村 斉藤吉右衛門
真木村 猪又太郎兵衛
真木村 猪又利右衛門
真木村 猪又善右衛門
栗倉村 猪又新右衛門
栗倉村 猪又太左衛門
栗倉村 猪又治郎兵衛
栗倉村 猪又梅右衛門
栗倉村 猪又安之丞
栗倉村 猪又三右衛門
栗倉村 猪又七之丞
栗倉村 猪又久三郎
来海沢村 猪又五兵衛
市野々村 岡庭新兵衛
市野々村 松沢太郎作
市野々村 松沢権九郎
市野々村 野崎源左衛門
市野々村 岡庭六右衛門
市野々村 岡庭新左衛門
市野々村 井久文右衛門
市野々村 野崎長右衛門
市野々村 野崎八十右衛門
御前山村 田原九郎右衛門
御前山村 田原伊左衛門
和泉村 北村二郎右衛門
和泉村 北村伝右衛門
和泉村 北村金十郎
和泉村 北村善九郎
和泉村 北村磯右衛門
和泉村 北村藤右衛門
和泉村 北村銀右衛門
和泉村 北村道的・妻
上山村 道白
大工屋敷村 北村平兵衛
大工屋敷村 北村平左衛門
大工屋敷村 北村吉兵衛
稲場村 真道房
稲場村 猪俣太左衛門
稲場村 猪俣粂右衛門
山口村 吉田涛右衛門
山口村 田上友右衛門
山口村 吉田忠治八
木浦村 岩崎市郎左衛門
木浦村 伴藤彦右衛門
木浦村 小竹五郎右衛門
木浦村 伴藤太左衛門
木浦村 かミや円右衛門

第１表：小矢部市観音寺安置銅造地蔵菩薩半跏坐像に刻まれた銅尊の寄進者
木浦村 岩崎三郎兵衛
木浦村 かミや又右衛門
木浦村 於りそ
鷲尾村 丸山善右衛門
鷲尾村 丸山治郎兵衛
鷲尾村 丸山おやス
柱道村 利根川与惣右衛門●
柱道村 利根川太郎左近
柱道村 利根川六兵衛
柱道村 利根川喜右衛門
柱道村 利根川太郎左近★・内方
下倉村 池田与二右衛門
下倉村 池田与惣右衛門
下倉村 池田安左衛門
高倉村 池尻久兵衛・妻
高倉村 茂兵衛
高倉村 池尻与右衛門・妻
高倉村 池尻宗右衛門
高倉村 橋立新兵衛
高倉村 橋立由右衛門
高倉村 橋立又兵衛
高倉村 橋立文左衛門
高倉村 橋立藤兵衛
高倉村 橋立卯右衛門
高倉村 橋立甚左衛門
高倉村 橋立清右衛門
高倉村 木村孫左衛門
植村（槙村か） 伊井儀八
植村（槙村か） 伊能十右衛門
植村（槙村か） 伊能角左衛門
川詰村 平塚孫右衛門
川詰村 平塚勘助
川詰村 平塚由兵衛
川詰村 平塚治兵衛
川詰村 平塚七左衛門
溝尾村 佐藤四右衛門
溝尾村 佐藤友右衛門
溝尾村 佐藤武右衛門
溝尾村 草間勘右衛門
溝尾村 草間治右衛門
溝尾村 早津喜左衛門
溝尾村 □□（2字難読）彦右衛門
須川村 斉藤七左衛門
須川村 斉藤藤七
田麦村 芳沢藤右衛門
西蒲生田村 喜左衛門
西蒲生田村 小降源五右衛門
上今井中村 伝左衛門

上田
小嶋大治郎藤原弘孝（鋳物師大
工職）

大町 曽根原伊左衛門
大町 百セ新右衛門
大町 海川茂左衛門
大町 杉本五左衛門
大町 遠藤与七
大町 曽根原相右衛門
大町 平林佐右衛門
大町 北村栖右衛門
大町 清水忠五郎
大町 清水安右衛門
松崎村 高橋兵蔵
松崎村 松倉佐右衛門
松崎村 八丁武左衛門
松崎村 降旗七郎右衛門・母
松崎村 関半右衛門
松崎村 高橋佐五兵衛
松崎村 関志左衛門
松崎村 遠藤彦左衛門
松崎村 高橋甚兵衛
松崎村 越原九左衛門
松崎村 降旗弥宗左衛門
松崎村 降旗伝兵衛
松崎村 飯嶋新右衛門
舘之内村 原又五郎
舘之内村 原弥助
舘之内村 原又蔵
舘之内村 川内十蔵
舘之内村 堀田茂左衛門
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舘之内村 伊藤作左衛門
舘之内村 伊藤伊左衛門
舘之内村 伊藤作兵衛
舘之内村 伊藤角之丞
舘之内村 伊藤嘉左衛門
舘之内村 伊藤七郎左衛門
舘之内村 中嶋七之丞
舘之内村 中嶋北右衛門
舘之内村 中嶋吉右衛門
舘之内村 中嶋市郎右衛門
舘之内村 中嶋孫三郎
木船村 内川弥宗治
木船村 内川梅右衛門
木船村 山岸源蔵
木船村 山岸治郎兵衛
常光寺村 横川喜宗治
常光寺村 矢口新十郎
常光寺村 矢口弥五郎・妻
常光寺村 矢口忠左衛門
常光寺村 高山千右衛門
常光寺村 高山勝右衛門
常光寺村 高山常右衛門
常光寺村 松岡茂右衛門
閏田村 内川佐太郎
閏田村 内川新七
閏田村 中嶋佐兵衛
閏田村 遠藤久蔵
閏田村 曽根原利兵衛
閏田村 柳沢忠治
曽根原村 松田茂吉
曽根原村 松田権七
曽根原村 松田又三
曽根原村 降ハタ政之右衛門
曽根原村 降ハタ清い右衛門
曽根原村 降ハタ藤右衛門
曽根原村 降ハタ新七
曽根原村 降ハタ□（1字難読）右衛門
曽根原村 松井佐左衛門
曽根原村 松井作右衛門
曽根原村 矢口佐平
宮本村 松田信蔵
宮本村 松田勘左衛門
宮本村 松田三郎右衛門
宮本村 一志弥宗治
宮本村 遠藤安左衛門
柿ノ木村 奥原半右衛門
柿ノ木村 奥原佐右衛門
柿ノ木村 奥原七右衛門
柿ノ木村 奥原清右衛門
柿ノ木村 古旗佐平治
柿ノ木村 古沢庄兵衛
柿ノ木村 古畑九郎右衛門
柿ノ木村 古旗権三郎
柿ノ木村 古旗五右衛門
柿ノ木村 奥原又左衛門
柿ノ木村 奥原平左衛門
柿ノ木村 西戸牛二郞
一本木村 手塚源左衛門
一本木村 西沢半治郎
一本木村 奥原平左衛門
上一本木村 降旗甚蔵
上一本木村 藤巻弥右衛門
上一本木村 長沢源兵衛
上一本木村 小沢左右衛門
上一本木村 小沢助右衛門
上一本木村 小沢新右衛門
上一本木村 奥原吉蔵
上一本木村 奥原九郎右衛門
上一本木村 降旗常右衛門
上一本木村 清水半蔵
上一本木村 清水善次郎
上一本木村 教西
上一本木村 藤巻伝兵衛
上一本木村 藤巻小右衛門
仏崎村 奥原仙治郎
仏崎村 荒井半兵衛
仏崎村 栗林武四郎
仏崎村 栗林市右衛門

仏崎村 奥原仙三
仏崎村 奥原甚三郎
仏崎村 降旗庄左衛門
仏崎村 降旗又右衛門
仏崎村 牛塚弥左衛門
仏崎村 荒井市兵衛
仏崎村 荒井藤平
仏崎村 荒井五兵衛
仏崎村 腰原卯右衛門
清水村 中村太右衛門
清水村 大上光右衛門
清水村 大上由右衛門
清水村 □（1字難読）出嘉右衛門
清水村 川上藤七
清水村 川上善右衛門
清水村 赤沢新右衛門・妻
須沼村 清水嘉左衛門
須沼村 清水松斎
須沼村 横山孫右衛門
須沼村 一志源三郎
須沼村 等々力善五右衛門
須沼村 柿沢宗兵衛
須沼村 一志弥四郎
須沼村 西山林右衛門
須沼村 清水為右衛門
須沼村 清水定右衛門
須沼村 宇留川熊吉
須沼村 大田喜四郎
須沼村 大田平左衛門
須沼村 横山十左衛門
西山村 合木冨右衛門
西山村 横沢平左衛門
西山村 丸山彦助
西山村 降旗七郎治
西山村 降旗武左衛門
西山村 平林兵右衛門
西山村 平林文左衛門
西山村 降旗甚五左衛門
西山村 降旗藤右衛門
西山村 横沢弥兵衛
横瀬村 北沢宗左衛門
松川村 牛頭幾十
松川村 平野長四郎
松川村 平野伝右衛門
松川村 平野大左衛門
松川村 平野九郎右衛門
松川村 横沢冨之丞
松川村 北条良左衛門
松川村 宮沢武平二
松川村 一柳与右衛門
松川村 一柳市左衛門
松川村 一柳七郎右衛門
松川村 平村茂右衛門・家内
松川村 浅原与五兵衛
松川村 中嶋之丞
松川村 降旗庄左衛門
松川村 奥原甚三郎
松川村 赤沢五郎左衛門
松川村 柳本団右衛門
松川村 熊井藤右衛門
松川村 利季田十左衛門
松川村 堀内徳右衛門
松川村 横沢政右衛門
松川村 一柳市右衛門
松川村 大田十二郎
松川村 丸山由右衛門・母
松川村 赤羽利□（1字難読）
松川組 一柳七郎右衛門
松川組 浅原午丑兵衛・母
松川組 中嶋権之丞
松川組 水野嶋吉
松川組 与五兵衛・母
松川組 平林弥左衛門
松川組 平林庄左衛門
松川組 平林弁右衛門
松川組 平林権左衛門
松川組 平林藤左衛門
松川組 平林定之丞
松川組 北条治左衛門
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松川組 日沢二郞左衛門
松川組 日沢半平
松川組 日沢佐ノ右衛門
松川組 山本治兵衛
松川組 平村周蔵
松川組 平村梅太郎
松川組 宮田直右衛門
松川組 山本佐市
松川組 赤沢源八
板取村 丸山徳三郎●
板取村 中山喜十
板取村 一柳一郎右衛門●
板取村 久保田作二郎
板取村 久保田佐右衛門
板取村 今水源左衛門●
板取村 平林牛太郎●
板取村 尼曽武平治
板取村 梨子田久左衛門
板取村 山崎善三郎●
板取村 丸山源兵衛●
板取村 柳本徳次郎●
板取村 宮田亀吉●
板取村 丸山武兵衛
板取村 下条藤七
板取村 米倉久之丞
板取村 芳賀伝二郎
板取村 山崎善三郎★
板取村 丸山徳三郎★
板取村 丸山源兵衛★
板取村 丸山弥五郎
板取村 中山嘉吉
板取村 今水源左衛門★
板取村 一柳市郎右衛門★
板取村 久保田矢治郎
板取村 久保田佐右衛門
板取村 平林丑太郎★
板取村 尾曽田武吉
板取村 利季久左衛門
板取村 柳本徳治郎★
板取村 宮田亀吉★
板取村◎ 新野太兵衛
板取村 高橋利左衛門
板取村 西山庄左衛門
板取村 芳賀磯右衛門
神戸村 中嶋茂助
神戸村 湯ノ口太忠治●
神戸村 市川弥治郎●
神戸村 栗林治兵衛●
神戸村 市川弥治郎★
神戸村 中嶋武助
神戸村 湯野太忠治★
神戸村 栗林治兵衛★
神戸村 □（1字難読）葉儀兵衛
神戸村 湯野口吉郎衛
細野村 高田栄蔵●
細野村 高田藤八●
細野村 中山新右衛門●
細野村 中山角左衛門●
細野村◎ 平林徳左衛門●
細野村 矢口角兵衛●
細野村 奥原長兵衛●
細野村 奥原喜宗右衛門●
細野村 奥原忠左衛門
細野村 奥原利右衛門●
細野村 平林勘五郎●
細野村 中山政左衛門●
細野村 高田團右衛門
細野村 高田栄次郎
細野村 比原勇四郎
細野村 西山庄左衛門
細野村 新野太兵衛
細野村 丸山弥五郎
細野村 高田栄蔵★
細野村 藤八（高田藤八）★
細野村 団右衛門
細野村 高田栄治
細野村 高田藤左衛門
細野村 中山新右衛門★
細野村 中山各左衛門★

細野村 中山政左衛門★
細野村 大田彦兵衛
細野村 平林得左衛門★
細野村 平林勘五郎★
細野村 矢口角兵衛★
細野村 奥原喜想右衛門★
細野村 奥原長兵衛★
細野村 奥原利右衛門★
細野村 北原勇史郎
正科村 大沢新右衛門
正科村 密沢嘉右衛門
正科村 松沢和三郎
正科村 中条六左衛門
正科村 嶋田市郎右衛門
正科村 密沢長左衛門
正科村 密沢□（1字難読）蔵
正科村 密沢長右衛門
正科村 密沢勝左衛門
正科村 密沢弥五右衛門
正科村 中嶋七之丞
正科村 帯刀要右衛門
正科村 松沢シゲ之丞
正科村 村山半左衛門
正科村 山之寺
堀之内村 堀内金左衛門
堀之内村 米久保弥源二
堀之内村 薄井勝蔵
堀之内村 薄井儀兵衛
堀之内村 貝梅久三郎
堀之内村 貝梅金右衛門
堀之内村 貝梅久左衛門
堀之内村 西山十左衛門
堀之内村 西山五右衛門
堀之内村 大田治郎助
堀之内村 浅田ギ七
堀之内村 米久保佐源治
池田町 太田八郎右衛門
池田町 太田兵治郎
池田町 井口文左衛門
池田町 伊藤新十郎
池田町 矢口文蔵
池田町 浅原喜右衛門
池田町 小林茂助
滝沢村 片セ太忠衛
滝沢村 片世富治
滝沢村 片世藤五郎
滝沢村 片世品右衛門
滝沢村 片世清五郎
滝沢村 片世藤右衛門
滝沢村 白沢吉左衛門
滝沢村 片世孫七
滝沢村 荒井喜宗派二
滝沢村 荒井清左衛門
滝沢村 荒井定八
滝沢村 荒井平八
滝沢村 赤羽久七
滝沢村 矢口喜四郎
滝沢村 矢口熊右衛門
滝沢村 矢口嘉助
滝沢村 矢口忠助
滝沢村 矢口幾三郎
滝沢村 矢口喜太郎
滝沢村 村山八郎治
滝沢村 塩嶋宗治郎
内鎌村 田中市郎右衛門
内鎌村 茂田助右衛門
内鎌村 平林藤兵衛
内鎌村 □□（2字難読）茂十郎
内鎌村 田中房右衛門
渋田見村 小林平左衛門
渋田見村 山崎辰次郎
渋田見村 山崎幸助
渋田見村 山崎清右衛門
渋田見村 大嶋久蔵
渋田見村 高山佐兵衛
渋田見村 於キト
渋田見村 高山市右衛門
渋田見村 山本弥右衛門
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渋田見村 山崎治左衛門
渋田見村 山崎兵蔵
渋田見村 山崎兵四郎
渋田見村 山崎卯右衛門
渋田見村 山崎兵左衛門
渋田見村 山崎八三郎
渋田見村 山崎兵八
渋田見村 㯃葉小平治
渋田見村 松田伝右衛門
渋田見村 佛岡藤左衛門
渋田見村 松倉庄左衛門
渋田見村 矢口良左衛門
渋田見村 山本喜右衛門
渋田見村 大蔦助蔵
渋田見村 北沢太忠治
十日市場村 内山近右衛門
十日市場村 内山円吉
鵜山村 矢口吉蔵
中之郷村 宮崎七之丞
中之郷村 丸山三右衛門
中之郷村 宮下善右衛門
中之郷村 滝沢善左衛門
中之郷村 宮崎茂兵衛
中之郷村 宮崎喜太右衛門
中之郷村 原田藤四郎
中之郷村 丸山三五
中之郷村 滝沢治郎左衛門
中之郷村 滝沢弥宗治
中之郷村 滝沢弥兵衛
中之郷村 又兵衛・妻
中之郷村 滝沢冨右衛門
中之郷村 滝沢又右衛門
北山村 北條光兵衛
古厩村 曽根原武右衛門
古厩村 □（1字難読）賀弥三吉
古厩村 池上吉兵衛
古厩村 坂巻作治郎
古厩村 百世孫三郎
新屋村 武井円右衛門
新屋村 林儀蔵
新屋村 林藤左衛門
新屋村 山本常右衛門
嶋新田村 武井宗治郎
嶋新田村 武井奥之右衛門
嶋新田村 武井乙右衛門
青木花見村 二木清右衛門
青木花見村 上条源右衛門
青木新田村 黒岩久五郎
等々力村 津沢覚左衛門
等々力村 津沢民右衛門
等々力村 等々力善右衛門
等々力村 等々力孫左衛門
等々力村 等々力亀吉
等々力村 於キヨ
等々力村 辰二郎
等々力村 等々力治右衛門
等々力村 等々力理兵治・母
等々力村 等々力定右衛門
等々力村 三五郎
等々力村 等々力伴右衛門
等々力村 等々力弥三郎
等々力村 等々力喜左衛門
等々力村 等々力善右衛門
等々力村 望月弥兵衛
等々力村 望月源左衛門
等々力村 望月権右衛門
等々力町 望月祐右衛門
等々力村 井口長三郎
等々力村 井口勘蔵
貝梅村 田中弥三郎
貝梅村 藤ノ藤太郎
貝梅村 白井喜右衛門
白金村 相馬久蔵
白金村 相馬安兵衛
白金村 城取宗十
狐島村 望月久左衛門
狐島村 高橋吉之丞
狐島村 丸山嘉右衛門

狐島村 高橋団右衛門
狐島村 高橋森右衛門
狐島村 高橋常右衛門
狐島村 高橋祐蔵
狐島村 高橋角之丞
狐島村 高橋村治
狐島村 丸山文三郎
狐島村 山崎利右衛門
狐島村 高橋藤四郎
狐島村 丸山祐右衛門
狐島村 高橋仙左衛門
狐島村 望月粂之丞
狐島村 望月喜七
狐島村 望月久左衛門
矢原村 西沢平右衛門
矢原村 西沢冨左衛門
矢原村 臼井喜代之助
矢原村 深沢弥右衛門
矢原村 臼井弥五郎
矢原村 臼井弥五右衛門
矢原村 中村平左衛門
矢原村 □（1字難読）柳茂平衛
矢原村 相馬喜左衛門
矢原村 相馬安兵衛
牧村 降幡庄左衛門
牧村 降幡弥左衛門
牧村 宮嶋弥勝
牧村 藤原与右衛門
牧村 古旗弥左衛門
上押野村 □□（2字難読）武右衛門
上押野村 於きん
上押野村 宮下久左衛門
上押野村 矢花貞兵衛
上押野村 高山久右衛門
上押野村 矢花弁右衛門
上押野村 矢花平蔵
上押野村 矢花市郎兵衛
上押野村 矢花松治郎
上押野村 矢花森蔵
上押野村 宮下庄右衛門
上押野村 宮下孫左衛門
上押野村 小林長治
上押野村 渡辺安右衛門
上押野村 下里梅吉
下押野村 矢花大右衛門
下押野村 矢花藤左衛門
下押野村 矢花与五右衛門
下押野村 矢花助右衛門
下押野村 矢花甚兵衛
下押野村 矢花善七
下押野村 下野伊左衛門
下押野村 下野治郎右衛門
下押野村 下野七郎右衛門
下押野村 宮沢清右衛門
下押野村 高田紋右衛門
塩川原村 堀内勘五
塩川原村 堀内九郎治
塩川原村 堀内保右衛門
塩川原村 望月十三郎
塩川原村 真崎市郎二
北海渡村 横山幾源治
扇町 唐沢田宗治
下堀町 黒岩藤十
下堀町 黒岩弥七
下堀町 山田文七
下堀金村 平林金助
下堀金村 黒岩助右衛門
下堀金村 増山半六
下堀金村 黒岩市太郎
下堀金村 黒岩長之介
下堀金村 黒岩助右衛門
下堀金村 平林金介
下堀金村 平林八三郎
下堀金村 平倉甚右衛門
下堀金村 飯沼団四郎
下堀金村 牛越友右衛門
下堀金村 小林源治郎
下堀金村 竹内七郎右衛門
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下堀金村 竹内与五右衛門
下堀金村 清沢伝八
下堀金村 塚田作左衛門
下堀金村 青柳新右衛門
下堀金村 □（1字難読）長左衛門
中堀町 和田治郎右衛門
中堀町 栗原祐八
中堀町 石川八十右衛門
中堀町 鈴木祐二郎
中堀村 舟岡猶吉
中堀村 丸山弥三郎
中堀村 林久太郎
田多井村 牧花平右衛門
田多井村 牧花善治郎
田多井村 牧花文蔵
田多井村 三沢冨五郎
田多井村 高橋作右衛門
田多井村 高橋忠蔵
田多井村 鹿川浅五郎
熊倉村 藤木周右衛門・妻
飯田村 飯田喜代太郎●
飯田村 飯田国五郎●
飯田村 竹内孫左衛門●
飯田村 飯田茂平治●
飯田村 山田源三郎
飯田村 飯田国五郎★
飯田村 飯田喜代太郎★
飯田村 飯田茂平治★
飯田村 竹内孫左衛門★
飯田村 竹内与右衛門
飯田村 竹内勘兵
飯田村 太□（1字難読）喜右衛門
飯田村 飯田力右衛門
飯田村 飯田七兵衛
飯田村 手塚喜代三郎
北小倉村 上条勘五郎
北小倉村 松田文右衛門
北小倉村 松尾国太郎
北小倉村 布山孫右衛門
北小倉村 布山吉重
北小倉村 布山仁左衛門
北小倉村 茂助
北小倉村 大倉伊左衛門
北小倉村 大倉想左衛門
北小倉村 大倉平左衛門
北小倉村 上条団左衛門
北小倉村 上条喜三助
北小倉村 降幡林右衛門
北小倉村 増田藤右衛門
北小倉村 吉田菊五郎
北小倉村 吉田菊治郎
南小倉村 中田平蔵
南小倉村 松沢兵四郎
上中萱村 野本佐五兵衛
上中萱村 宮沢茂助
上中萱村 多田代右衛門
上中萱村 多田文蔵
上中萱村 多田為右衛門
上中萱村 多田孫之丞
上中萱村 宮沢茂兵衛
上中萱村 宮沢茂右衛門
上中萱村 加科弥吉右衛門
上中萱村 加科弥五左衛門
上中萱村 野本喜代太
下中萱村 白沢治郎右衛門
下中萱村 小松平右衛門
下中萱村 □□（2字難読）市郎右衛門
下中萱村 於キリ
下中萱村 上原喜太郎
下中萱村 西牧弥三郎
下中萱村 鈴木勝右衛門
下中萱村 小松十郎治
下中萱村 小松幸三郎
下中萱村 胡桃沢坂治郎
下中萱村 西沢庄太郎
下中萱村 中嶋弥吉
下中萱村 藤岡源次郎
下中萱村 小林二兵衛

下中萱村 小林平兵衛
下中萱村 小林岡右衛門
下中萱村 小林彦右衛門
下中萱村 白沢治右衛門
下中萱村 松平右衛門
下中萱村 平塚善蔵
下中萱村 桓原一十
下中萱村 桓原弥宗右衛門
下中萱村 桓原嘉右衛門
下中萱村 牛山安□（1字難読）
下中萱村 加科杢之丞
下中萱村 加科利左衛門
下中萱村 白沢利兵衛
下中萱村 白沢代治郎
下中萱村 白沢加兵衛
二木村 清沢忠八
二木村 高橋真兵衛
二木村 高橋平兵衛・妻
二木村 高橋□（1字難読）吉
二木村 曽根太吉
二木村 下田孫左衛門
二木村 利左衛門
二木村 巻口吉三郎
二木村 四郎兵衛
二木村 巻渕助右衛門
下長尾村 松岡源十
下長尾村 松岡平七
下長尾村 中村平右衛門
下長尾村 森山熊治郎
下長尾村 中嶋勘五郎
下長尾村 柴野九内右衛門
野沢村 降旗政右衛門
野沢村 降旗房右衛門
野沢村 降旗権右衛門
野沢村 降旗伊兵衛
野沢村 降旗喜代三郎
野沢村 木幡喜平治
野沢村 小沢作右衛門
野沢村 石鳥根吉三郎
野沢村 務□（1字難読）善左衛門
野沢村 務□（1字難読）嘉兵衛
野沢村 辺見文右衛門
野沢村 辺見新右衛門
野沢村 務□（1字難読）久左衛門
野沢村 務□（1字難読）伴右衛門
野沢村 務□（1字難読）熊二郎
野沢村 樋口政五郎
野沢村 樋口祐四郎
中塔村 二村伊右衛門
中塔村 二村助之丞
中塔村 二村辰太郎
中塔村 二村善兵衛
中塔村 二村幸太郎
中塔村 二村嘉之右衛門
中塔村 二村佐兵衛
中塔村 二村八右衛門
中塔村 二村二郎右衛門
中塔村 二村喜右衛門
中塔村 藤村助右衛門
小室村 佐原円右衛門
小室村 佐原松右衛門
小室村 北沢善右衛門
小室村 槫沼長八
小室村 榑沼喜平二
小室村 榑沼粂右衛門
小室村 榑沼源之丞
小室村 榑沼林右衛門
小室村 榑沼粂太郎
小室村 榑沼亀吉
小室村 榑沼団蔵
小室村 佐原久右衛門
小室村 佐原長右衛門
小室村 佐原弥右衛門
小室村 佐原佐右衛門
小室村 佐原ト源三
小室村 二村与次右衛門
小室村 今井亀右衛門
小室村 今井亀五郎
小室村 丸山磯右衛門

8（86）



 

 

小室村 村松吉右衛門
小室村 鎌崎勘兵衛
小室村 鎌崎利右衛門
小室村 中沢治左衛門
北条村 三村竜右衛門
北条村 三村嘉之右衛門
北条村 三村重兵衛
北条村 藤井源左衛門
北条村 大谷和平二
北条村 村七村二
下角影村 柚山弥十
下角影村 小松与四郎
下角影村 小松嘉兵衛
下角影村 倉品（ママ）角左衛門
下角影村 上嶋金五郎
下角影村 上兼藤三郎
下角影村 三□（1字難読）吉郎治
下角影村 倉田勇右衛門
下角影村 梶野平兵衛
下角影村 山崎佐右衛門
下角影村 安坂平右衛門
下角影村 宮坂林右衛門
下角影村 上嶋須之丞
下角影村 三枝吉郎治
立田村 角田吉也
立田村 津田伊左衛門
立田村 川上太郎兵衛
立田村 二木金右衛門
立田村 二木嶋之助
立田村 西牧友吉
立田村 武田由左衛門
立田村 西牧嘉吉
立田村 西牧利右衛門
立田村 西牧仙左衛門
立田村 西牧庄右衛門
立田村 西牧弐治郎
立田村 相馬省吾
立田村 西沢宗介
立田村 藤岡三七
立田村 藤岡源二郎
立田村 西牧庄七
立田村 西牧庄左衛門
立田村 西牧祐吉
立田村 水谷清介
立田村 水谷忠左衛門
立田村 上村相兵衛
立田村 三村源左衛門
立田村 三村谷治郎
立田村 原粂之丞
立田村 吉沢五郎右衛門
立田村 川上佐右衛門
立田村 森本源蔵
立田村 いよ
立田村 中沢嘉久治
立田村 小松徳兵衛
岩岡村 宮坂喜郎治
岩岡村 岩岡万右衛門
岩岡村 宮坂政右衛門
杏村 倉田久右衛門
杏村 倉井磯兵衛
杏村 大池重蔵
杏村 降幡繁之丞
杏村 降幡伝三郎
丸太村 樋口仁左衛門
丸太村 伴五市郎
下波田村 百瀬平左衛門
下波田村 百瀬六之丞
下波田村 百瀬大四郎
下波田村 大月弥右衛門
下波田村 大月近右衛門
下波田村 大月忠八
下波田村 大月幸左衛門
下波田村 大月梅右衛門
下波田村 大月太郎右衛門
下波田村 大月弥三吉
下波田村 大月勘十
下波田村 大月常二郎
下波田村 塩原乙四郎

下波田村 与彦蔵
下波田村 大月弥三八・母
中波田村 腰（輿？）六左衛門
中波田村 輿与右衛門
中波田村 輿勝二郎
中波田村 輿友四郎
中波田村 輿覚右衛門
中波田村 安藤善太郎
中波田村 安藤市右衛門
中波田村 安藤源之丞
中波田村 安藤平吉
中波田村 百セ菊蔵
中波田村 繁之丞
中波田村 長セ庄左衛門
中波田村 岩崎忠蔵
中波田村 加場兵十郎
中波田村 古畑浅四郎
中波田村 古畑市左衛門
中波田村 水川太左衛門
中波田村 水川与右衛門
中波田村 水川与七
中波田村 中野薄吉
上波田村 浅田純右衛門
上波田村 浅田長左衛門
上波田村 浅田牧右衛門
上波田村 古畑武左衛門
上波田村 中嶋兵左衛門
上波田村 中嶋伝之助
上波田村 大月与五郎
上波田村 村上小兵衛
上波田村 新之丞
上波田村 済藤宗八
上波田村 於コト
花見村 紋珠院
花見村 山本喜左衛門
松本城下 玉屋助十
松本城下 山屋喜七
松本城下 上条氏
松本城下 生坂屋□（1字難読）
松本城下 白石氏
松本城下 山屋和吉
松本城下 塩屋末蔵
松本城下 栄屋久八
松本本町（立山講中） 松屋庄七
松本本町 白木屋孫右衛門
松本本町 大坂屋小三郎
松本本町 生坂屋喜兵衛
松本本町 世祢屋清七
松本本町 杉屋杢右衛門
松本本町 山田屋久治郎
松本本町 菱屋喜兵衛
松本本町 練屋弥兵衛
松本本町 塩屋彦四郎
松本本町 菊屋源右衛門
松本中町 □□（2字難読）松屋平蔵
松本中町 布袋屋利右衛門
松本中町 升屋与三兵衛
松本中町 檜物屋勝兵衛
松本中町 檜物屋孝吉
松本中町 日野屋久治郎
松本中町 加々屋喜右衛門
松本中町 橋屋由右衛門
松本中町 こく弥利右衛門
松本中町 茶屋文右衛門
松本中町 桧物屋政右衛門
松本中町 雛屋助九郎
松本中町 淀屋平蔵
松本中町 大黒屋二兵衛
松本中町 吉沢嘉七
松本中町 望月鉄太郎
松本中町 狛屋万右衛門
松本中町 林栄二
松本中町 飛驒屋松衛門
松本中町 木屋平三郎
松本中町 高田屋永蔵
松本中町 蔦屋利七
松本中町 常治郎
松本飯田町 薬罐屋佐原市右衛門尉正孝
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松本博労町 大作屋治郎右衛門
松本博労町 露屋政右衛門
松本博労町 小松屋伊兵衛
松本博労町 塩屋彦八
松本博労町 扇屋豊吉
松本博労町 一文字屋治兵衛
松本博労町 氏田
松本博労町 平田庄太郎
松本博労町 山本太右衛門
松本博労町 稲田庄五郎
松本博労町 伊藤文七
松本博労町 藤田儀助
松本博労町 宮坂万助
松本博労町 松井仁右衛門
松本博労町 伊藤太兵衛
松本博労町 胡桃沢源治郎
松本町（立山講中）◎ 遠州屋条左衛門
松本町（立山講中） 松屋善重
松本町（立山講中） 塩屋久左衛門
松本町（立山講中） 大丸屋由右衛門
松本町（立山講中） 大丸屋長兵衛
松本町（立山講中） 山屋利七
松本町（立山講中） 飛驒屋弥兵衛
松本町（立山講中） 遠州屋春治郎
松本町（立山講中） 堺屋儀兵衛
松本町（立山講中） 薬罐屋周右衛門
松本町（立山講中） 大丸屋太兵衛
松本町（立山講中） 升屋金左衛門
松本町（立山講中） 遠州屋治右衛門
松本町（立山講中） 白木屋与兵衛
松本町（立山講中）◎ 遠州屋久蔵
松本町（立山講中） 松屋庄七
松本町（立山講中） 遠州屋茂助
松本町（立山講中） 塩屋弥五右衛門
松本町（立山講中） 穀屋儀七
松本町（立山講中） 白木屋新七
松本町（立山講中） 飛驒屋庄七
青島町 川船兵左衛門
青島町 吉沢虎吉
堀米新田村 吉沢逸蔵
堀米新田村 吉沢宗三郎
堀米町 吉沢長十郎
堀米町 吉沢末次郎
堀米町 吉沢常左衛門
堀米村 堀米九内右衛門
堀米村 丸山嘉右衛門
堀米村 等々力武右衛門
堀米村 胡桃原長三郎
堀米村 吉沢右衛門
堀米村 吉沢新蔵
堀米村 吉沢角右衛門
堀米村 吉沢津右衛門
堀米村 吉沢伝治郎
堀米村 吉沢久之助
堀米村 吉沢俊助
堀米村 吉沢相之助
堀米村 吉沢弥五右衛門
堀米村 吉沢十弥
堀米村 吉沢宇治郎内
堀米村 吉原宗兵衛
堀米村 吉原嘉蔵
堀米村 吉原倉治郎
堀米村 吉原浣治郎
堀米村 吉原勝左衛門
堀米村 吉原粂右衛門
荒井村 清水品右□（1字難読）右衛門
荒井村 小野伊兵衛
渚村 浅輪喜太右衛門
渚村 高木善兵衛
渚村 浅輪藤右衛門
渚村 浅輪宇源治
渚村 浅輪植弥
渚村 浅輪儀兵衛
渚村 神戸武左衛門
渚村 高木千右衛門
小柴町 市沢広右衛門
小柴町 丸山弥吉
小柴町 藤田長四郎

小柴町 北野嘉右衛門
小柴町 北野嘉平治
小柴町 市沢権右衛門
新田村 沢山喜太郎
嶋立町村 田中源左衛門
嶋立町村 田中武右衛門
嶋立町村 村山八右衛門
嶋立町村 村山与一右衛門
嶋立町村 田中林右衛門
嶋立町村 北原文左衛門
嶋立町村 永田角右衛門
中村 宇治兼右衛門
村井町 中村又兵衛
埴原村 赤羽伝五郎
小島村 小池網治
伊深村 服部源四郎
伊深村 大久保佐右衛門
会田町 堀内源左衛門
北小松村 小口万蔵
北小松村 小口佐左衛門
北小松村 小口儀左衛門
北小松村 □（1字難読）沢文蔵
北小松村 丸山市郎右衛門
北小松村 丸山茂兵衛
北小松村 丸山由右衛門
北小松村 丸山藤五郎
北小松村 丸山清右衛門
北小松村 □（1字難読）栄政右衛門
北小松村 □（1字難読）栄仁兵衛
竹田村 清原市郎右衛門
竹田村 清原曽七
下大池村 村瀬茂左衛門
下大池村 唐沢五郎右衛門
小坂村 長田伝右衛門
小坂村 永田茂蔵
小坂村 中川市郎兵衛
古見村 上條六右衛門
古見村 上條定兵衛
古見村 上條惣治
古見村 上條相左衛門
古見村 上條吉左衛門
古見村 上條与右衛門
古見村 上條源三郎
古見村 上條権右衛門
古見村 上條良右衛門
古見村 上條亀蔵
古見村 上條庄右衛門
古見村 塩原右衛門
古見村 塩原九郎右衛門
古見村 塩原弥右衛門
古見村 塩原弥惣右衛門
古見村 小林近右衛門
針尾村 清沢文吉
針尾村 清沢与二右衛門●
針尾村 清沢平作
針尾村 清沢森弥
針尾村 清沢権蔵
針尾村 於り久
針尾村 清沢与二右衛門★・内方
針尾村 清沢源左衛門
小野沢村 清沢三左衛門
小野沢村 清沢三郎兵衛
小野沢村 清沢八左衛門
小野沢村 清沢嘉左衛門
小野沢村 中村甚之丞
小野沢村 三村村吉
小野沢村 三村角兵衛
小野沢村 三村孫右衛門
小野沢新田村 三村権三郎
小野沢新田村 三村俊蔵
小野沢新田村 清沢小左衛門
小野沢新田村 清沢繁右衛門
小野沢新田村 清沢勘五郎
小野沢新田村 渡辺元右衛門
小野沢新田村 岡村卯七
小野沢新田村 大池茂右衛門
小野沢新田村 上条福松
下西洗馬村 高橋又右衛門
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下西洗馬村 中村七郎右衛門
下西洗馬村 中村嘉右衛門
下西洗馬村 中村□（1字難読）右衛門
下西洗馬村 中村藤右衛門
下西洗馬村 中村安右衛門
下西洗馬村 三村善右衛門
下西洗馬村 三村幾兵衛
下西洗馬村 三村源二郎
下西洗馬村 三村角左衛門
下西洗馬村 三村幸左衛門
下西洗馬村 三村太郎左衛門
下西洗馬村 三村周蔵
下西洗馬村 三村九郎二
下西洗馬村 小林長之介
下西洗馬村 河内正
下西洗馬村 古城長左衛門
下西洗馬村 波多ノ吉兵衛
下西洗馬村 柳沢善右衛門
下西洗馬村 廣道
下西洗馬村 上條栄蔵
下西洗馬村 林庄太郎
下西洗馬村 北村与左衛門
大日村 中村円右衛門
大日村 中村米蔵
大日村 中村茂右衛門
大日村 中村市郎右衛門
大日村 中村乙松
小曽部村 成田長左衛門
小曽部村 北沢源左衛門
小曽部村 中原七右衛門
小曽部村 中原良右衛門
小曽部村 中原長兵衛
小曽部村 塩原権之丞
小曽部村 新倉伴右衛門
小曽部村 寺沢又兵衛
小曽部村 田中長吉
小曽部村 成田徳右衛門
小曽部村 南山藤蔵
小曽部村 南山文兵衛
小曽部村 萩場喜太郎
本洗馬村 熊谷長右衛門
本洗馬村 熊谷勝左衛門
本洗馬村 熊谷太兵衛
本洗馬村 田村権右衛門
本洗馬村 遠藤弥七
本洗馬村 寺沢幸四郎
本洗馬村 古幅十蔵
太田村 塩原源次郎
長畝村 吉江平左衛門
堀ノ内村 薄井甚五郎
堀ノ内村 松沢武兵衛
堀ノ内村 貝梅久左衛門
堀ノ内村 松沢林蔵
堀ノ内村 薄井甚五郎
堀ノ内村 松沢武兵衛
堀ノ内村 貝梅久左衛門
堀ノ内村 松沢林蔵
下西条村 川上伝左衛門
下西条村 川上与左衛門
下西条村 川上勝兵衛
上西条村 北沢源十郎
折戸村 宮崎原右衛門
宮木村 百セ真吉
宮木村 松田勘三郎
宮木村 清水平重
宮木村 矢口与右衛門
宮木村 一志冨重
宮木村 遠藤梅右衛門
下條村 勝吉
岩無山村 □（1字難読）木佐右衛門
岩無山村 酒井儀右衛門
岩無山村 酒井今右衛門
岩無山村 茂十
岩無山村 古田代吉
岩無山村 岩無山平助
岩無山村 岩無山忘左衛門
岩無山村 岩無山嘉左衛門
岩無山村 岩無山又八郎

岩無山村 岩無山庄蔵
岩無山村 高木吉兵衛
岩無山村 高木弥左衛門
種田村 矢口作右衛門
種田村 矢口太左衛門
種田村 矢口喜三八
種田村 高山七郎右衛門
石□□（2字難読）村 降ハタ嘉平治
□（1字難読）杏村 金井源右衛門
□（1字難読）杏村 倉田粂右衛門
□（1字難読）杏村 金井与介
帰属村名不明1 玉屋助十

山屋喜七
帰属村名不明2 奥原作左衛門

奥原定之丞
奥原長い兵衛
奥原近右衛門
奥原半蔵
奥原吉右衛門
奥原常右衛門

帰属村名不明３ 芳賀伝次郎
比茶良右衛門

凡例：１．本表は富山県小矢部市に所在する本覚山観音寺に安置されている銅造地
蔵菩薩半跏坐像に刻まれた同尊の寄進者（俗名のみ）及びその所在村を示したもの
である。２．本表の作成にあたっては、立山町史編纂室編『立山請来延命地蔵銘
小矢部市観音寺境内安置』（ガリ版刷りのコピー、1972年5月）の内容を活用させ
ていただいた。３．本表のなかで□の箇所は文字が解読できなかった部分を示す。
本表のなかの●と★の印が付されている同名の人物は重複している。本表のなかで◎
の印が付されている人物は、本稿の第2章で紹介している。
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第1表を見ていくと、地蔵尊像に彫り込まれた町村の総数は、村番号45-01～45-47の松川

と村番号99-01～104-21の松本の区分がやや曖昧ではあるが、それも含んで145町村である。

俗名の寄進者数は1180人である。こうした町村の現在における該当行政区及びそれに対す

る寄進者数は、村番号1～25までが糸魚川市に帰属し25町村（124人）、村番号26が上越市

に帰属し1村（2人）、村番号27が中野市に帰属し1村（1人）、村番号28が上田市に帰属し

1町（1人）、村番号29～44までが大町市に帰属し16村（150人）、村番号45～48までが北

安曇郡松川村に帰属し4村（108人）、村番号49～58までが北安曇郡池田町に帰属し10村
（103人）、村番号59～86までが安曇野市に帰属し28村（248人）、村番号87～119までが

松本市に帰属し33町村（294人）、村番号120～122までが東筑摩郡山形村に帰属し3村（7
人）、村番号123～127までが東筑摩郡朝日村に帰属し5村（64人）、村番号128～136まで

が塩尻市に帰属し9村（40人）、村番号137が上伊那郡に帰属し1村（6人）、村番号138が
下伊那郡に帰属し1村（1人）、村番号139～145までは不明で7村（31人）となっている。

松本市の寄進者数が最も多く、以下順に安曇野市、大町市、糸魚川市、松川村、池田町が

多く、いずれも100人を超えている。  
寄進者数が15人以上の町村は、次の通りである。水保村（16人）、舘之内村（16人）、

松川村・松川組（51人）、板取村（27人）、細野村（23人）、正科村（15人）、滝沢村（21
人）、渋田見村（24人）、中之郷村（15人）、等々力村（22人）、狐島村（17人）、矢原

村（10人）、上押野村（15人）、下堀金村（21人）、北小倉村（16人）、下中萱村（29人）、

野沢村（17人）、小室村（24人）、立田村（31人）、下波田村（16人）、中波田村（20人）、

松本中町（23人）、松本博労町（16人）、松本町（21人）、堀米町・堀米村（24人）、古

見村（16人）、下西洗馬村（23人）。 
観音寺の地蔵尊像の寄進に対して、どのような一族が中心的に関わっているのかを知る

ため、各町村において同姓の寄進者が4人以上存在する事例を、以下のとおり抽出した。村

番号4水保村（広川4軒・小川4軒）、村番号6真木村と村番号7栗倉村と村番号8来海沢村（斉

藤4軒・猪又12軒）、村番号11和泉村と村番号13大工屋敷村（北村11軒）、村番号18柱道

村（利根川4軒）、村番号20高倉村（橋立8軒）、村番号22川詰村（平塚5軒）、村番号31舘
之内村（伊藤6軒・中嶋5軒）、村番号35曽根原村（降旗5軒）、村番号37柿ノ木村（奥原6
軒・古旗4軒）、村番号40仏崎（荒井4軒）、村番号42須沼村（清水4軒）、村番号43西山村

（降旗4軒）、村番号45松川村・松川組（平野4軒・一柳5軒・平林6軒）、村番号46板取村

（丸山4軒・久保田4軒）、村番号48細野村（高田6軒・奥原4軒）、村番号49正科村（密沢

5軒）、村番号52滝沢村（片世7軒）、荒井4軒（矢口6軒）、村番号54渋田見村（山崎10軒）、

村番号57中之郷村（滝沢6軒）、村番号64等々力村（等々力10軒・望月4軒）、村番号67狐
島村（望月4軒・高橋9軒）、村番号70上押野村（矢花6軒）、村番号71下押野村（矢花6軒）、

村番号75下堀村・下堀金村（黒岩6軒）、村番号79飯田村（飯田6軒）、村番号82上中萱村

（多田4軒）、村番号83下中萱村（小林4軒）、村番号86野沢村（降旗5軒・務□〔1字難読〕

5軒）、村番号87中塔村（二村10軒）、村番号88小室村（榑沼8軒）、村番号91立田村（西

牧9軒）、村番号95下波田村（大月10軒）、村番号96中波田村（輿5軒・安藤4軒）、村番号

104松本町（遠州屋5軒）、村番号107堀米村（吉沢14軒、吉原6軒）、村番号109渚村（浅

輪5軒）、村番号119北小松村（丸山5軒）、村番号123古見村（上條11軒・塩原4軒）、村

番号124針尾村（清沢8軒）、村番号125小野沢村（清沢4軒）、村番号125小野沢村・村番

号126小野沢新田村（三村5軒）、村番号127下西洗馬村（中村5軒・三村8軒）、村番号128
大日村（中村5軒）、村番号133堀ノ内村（松沢4軒）、村番号139岩無山村（岩無山5軒）、

村番号144帰属村名不明2（奥原7名）。 
さて、この地蔵尊像の請負人は、No.935村番号102-01の松本飯田町・薬罐屋佐原市右衛

門尉正孝である。この人物については、山内實太郎『松本繁昌記（復刻）』１１に次のよう

に記載が見られる。「◎佐原韱物店 佐原韱物店は飯田町の西側に在り薬罐屋と称す韱物

類の販売店としては当地に於ける旧家にして其営業向の確実なると取引の手広きは同業中

の巨臂と称すべく韱物一切は能く備はらざるなし誠に手堅き老舗なり同店は兼ねて度量衡
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器を手広く販売せり」。 
世話人は、No.643～646村番号79-1～79-04飯田村の飯田喜代太郎、飯田国五郎、竹内孫

左衛門、飯田茂平治の4人である。この地蔵尊像には松本の絞木綿の同業者集団「松本講」

が中心となって寄進をしているが、「立山講中」として氏名が刻み込まれている商人は次

のとおりである。No.952～972及び村番号104-01～104-21松本町の遠州屋条左衛門、松屋

善重、塩屋久左衛門、大丸屋由右衛門、大丸屋長兵衛、山屋利七、飛驒屋弥兵衛、遠州屋

春治郎、堺屋儀兵衛、薬罐屋周右衛門、大丸屋太兵衛、升屋金左衛門、遠州屋治右衛門、

白木屋与兵衛、遠州屋久蔵、松屋庄七、遠州屋茂助、塩屋弥五右衛門、穀屋儀七、白木屋

新七、飛驒屋庄七。 

２．信濃国の人々の芦峅寺への仏像寄進

江戸時代後期、芦峅寺の教蔵坊や宝伝坊は信濃国で勧進布教活動を行っていたが、

その感化を受けて立山信仰の信者となった人々が、後に芦峅寺に金銅仏を寄進してい

る。それらの金銅仏は、明治の神仏分離令による廃仏毀釈の影響でそれぞれ観音寺・

永平寺・総持寺に移遷された。観音寺の銅造地蔵菩薩半跏坐像の件については前述の

とおりであるが、永平寺の銅造地蔵菩薩半跏坐像と総持寺の聖観世音菩薩坐像のそれ

ぞれの台座の蓮弁にもわずかに銘文が刻まれており、前者には「立山芦峅寺願主教蔵

坊」・「信州筑摩郡松本施主」・「勅許御鋳物師松本住濱石見大據藤原清綱作」など

の銘文が見られ、後者には「立山芦峅寺」・「勅許信濃国施惣官大鋳物師松本住田中

傳右衛門藤原吉伸作」などの銘文が見られる。  
ところで、長野県北安曇郡松川村細野の平林家に、江戸時代、教蔵坊が平林勘之丞

に発給した「金佛建立證印 立山教蔵坊（寛政元年）」【【史史料料ＡＡ】】と平林徳左衛門（第

1表368）に発給した「営鋳地蔵尊支證 立山教蔵坊（文政8年）」【【史史料料ＢＢ】】の2通の

文書が現存しているが、それにより、教蔵坊を願主として、寛政元年（1789）に地蔵

菩薩・観音菩薩の2体の金銅仏が造られ、さらに、文政8年（1825）にも地蔵菩薩の金

銅仏が1体造られたことがわかる。前掲の3体の刻字と照合すると、文政8年（1825）
に造られた地蔵菩薩像は観音寺に現存する尊体と推測され、一方、寛政元年（1789）
に造られた地蔵菩薩像と観音菩薩造はそれぞれ永平寺と総持寺に現存する尊体であ

ると推測される。  

【【史史料料ＡＡ】】

「「金金仏仏建建立立證證印印 立立山山教教蔵蔵坊坊 観観音音地地蔵蔵二二尊尊建建立立證證印印」」（（北北安安曇曇郡郡松松川川村村・・平平林林家家所所蔵蔵、、寛寛

政政元元年年〔〔11778899〕〕））

【封筒】

金仏建立證印 立山教蔵坊

【本紙】

観音地蔵二尊建立證印

夫当山御姥尊ト者諸仏瑞集之梵崛一切衆生死之母タリ然ルニ始従レ天降リ給時右ノ御手ニ

ハ五穀ヲ納左ノ御手ニハ麻ノ種ヲ執持シ一切衆生ニ与之給依生長ス爰ニ御脇立建立地蔵大

菩薩観世音菩薩天福皆来地福円満本有ノ薩埵也今世ニハ寿命長遠子孫繁昌守護給来世ニハ

五逆重罪ヲ滅シ則心成仏無疑者也衣テ於御宝前ニ日日献六種之妙供ヲ施建之戒名俗名ヲ記

置永代廻向令祈勤者也仍テ寄進状如件

寛政元己酉歳

立山願主

教蔵坊

享保十八丑天
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銀 普鉄居士  
二月廿五日

享保七寅天

宝室貞三大姉

正月十一日

先祖代々菩提 平林勘之丞殿

 
【【史史料料ＢＢ】】  
「「営営鋳鋳地地蔵蔵尊尊 支支證證 立立山山教教蔵蔵坊坊 金金像像地地蔵蔵尊尊施施財財稟稟」」（（北北安安曇曇郡郡松松川川村村・・平平林林家家所所蔵蔵、、

文文政政88年年〔〔11882255〕〕）） 
【封筒】

営鋳地蔵尊

支證 立山

教蔵坊

【本紙】

金像地蔵尊施財稟

夫当山諸仏瑞集之梵崛衆生済度之霊地也爰奉新営鋳地蔵菩薩施財所志聖霊安置此密場永劫

毎日備六種之妙供修三密之観行亦盂蘭盆会都婆造立之追福廻向等至于龍華之暁 退転然以

大悲地蔵菩薩願力与秘密神変修力故所志亡霊速極楽往生当来慈尊出世説時必可為菩薩聖衆

無疑矣

郭室智聖大姉

郭然無聖居士

荷林玉葉童女

如参智劫童女

文政八乙酉年

立山

教蔵坊

信州細田村

平林徳左衛門殿

【【史史料料ＡＡ】】と同じ内容の文書が彫られた版木が富山県［立山博物館］に現存・所蔵

されている【【史史料料ＣＣ】】。

【【史史料料ＣＣ】】

版版木木「「観観音音地地蔵蔵二二尊尊建建立立のの証証印印 立立山山願願主主教教蔵蔵坊坊 寛寛政政元元年年」」（（富富山山県県［［立立山山博博物物館館

］］所所蔵蔵、、寛寛政政元元年年〔〔11778899〕〕、、寸寸法法：：縦縦2244..00 ××横横2211..11 ××厚厚ささ11..99 ））

観音地蔵二尊建立證印

夫当山御姥尊ト者諸仏瑞集之梵崛一切衆生死之母タリ然ルニ始従レ天降リ給時右ノ御手ニ

ハ五穀ヲ納左ノ御手ニハ麻ノ種ヲ執持シ一切衆生ニ与之給依生長ス爰ニ御脇立建立地蔵大

菩薩観世音菩薩天福皆来地福円満本有ノ薩埵也今世ニハ寿命長遠子孫繁昌守護給来世ニハ

五逆重罪ヲ滅シ則心成仏無疑者也衣テ於御宝前ニ日日献六種之妙供ヲ施建之戒名俗名ヲ記

置永代廻向令祈勤者也仍テ寄進状如件

寛政元己酉歳

立山願主

教蔵坊

また、史料Ｂと同じ内容の古文書が長野県立歴史博物館に2点所蔵されており、その

うちの1通【【史史料料ＤＤ】】は発給者が「立山教蔵密坊法印照界」で宛所が「信州松本本町 遠
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州屋条左衛門」（第1表952）となっている。もう片方の1通【【史史料料ＥＥ】】で発給者が「立

山教蔵密坊法印照界」で宛所が「信州松本本町 遠州屋久蔵」（第1表966）となって

いる。さらに、大町市平源汲の荒井家にも同じ内容の古文書が所蔵されており【【史史料料

ＦＦ】】、発給者は「立山教蔵坊」で宛所が「信州板取村 新野太兵衛殿」（第1表350）
となっている。

【【史史料料ＤＤ】】

「「営営鋳鋳地地蔵蔵尊尊 支支證證 立立山山教教蔵蔵坊坊 金金像像地地蔵蔵尊尊施施財財稟稟」」（（長長野野県県立立歴歴史史博博物物館館所所蔵蔵、、文文政政

88年年〔〔11882255〕〕））

【封筒】

営鋳地蔵尊

支證 立山

教蔵坊

（封筒の裏側に「遠丈」と記されている）

【本紙】（本文中に円形の朱印）

金像地蔵尊施財稟

夫当山諸仏瑞集之梵崛衆生済度之霊地也爰奉新営鋳地蔵菩薩施財所志聖霊安置此密場永劫

毎日備六種之妙供修三密之観行亦盂蘭盆会都婆造立之追福廻向等至于龍華之暁 退転然以

大悲地蔵菩薩願力与秘密神変修力故所志亡霊速極楽往生当来慈尊出世説時必可為菩薩聖衆

無疑矣

立山教蔵密坊

法印照界（角形の朱印）

文政八乙酉年

猿田興居士

法泉禅童子

信州松本本町

遠州屋条左衛門殿

 
【【史史料料ＥＥ】】

「「営営鋳鋳地地蔵蔵尊尊 支支證證 立立山山教教蔵蔵坊坊 金金像像地地蔵蔵尊尊施施財財稟稟」」（（長長野野県県立立歴歴史史博博物物館館所所蔵蔵、、文文政政

88年年〔〔11882255〕〕））

【封筒】

営鋳地蔵尊

支證 立山

教蔵坊

（封筒の裏側に「遠久」と記されている）

【本紙】（本文中に円形の朱印）

金像地蔵尊施財稟

夫当山諸仏瑞集之梵崛衆生済度之霊地也爰奉新営鋳地蔵菩薩施財所志聖霊安置此密場永劫

毎日備六種之妙供修三密之観行亦盂蘭盆会都婆造立之追福廻向等至于龍華之暁 退転然以

大悲地蔵菩薩願力与秘密神変修力故所志亡霊速極楽往生当来慈尊出世説時必可為菩薩聖衆

無疑矣

立山教蔵密坊

法印照界（角形の朱印）

文政八乙酉年

本誉覚岸教道清居士

聖嶽浄賢大禅定門

信州細田村
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遠州屋久蔵殿

【【史史料料ＦＦ】】

「「営営鋳鋳地地蔵蔵尊尊 支支證證 立立山山教教蔵蔵坊坊 金金像像地地蔵蔵尊尊施施財財稟稟」」（（大大町町市市・・荒荒井井家家所所蔵蔵、、大大町町市市立立

大大町町山山岳岳博博物物館館寄寄託託資資料料、、文文政政88年年〔〔11882255〕〕））

【封筒】

営鋳地蔵尊

支證 立山

教蔵坊

（封筒の裏側に「太兵衛」と記されている）

【本紙】（本文中に円形の朱印）

金像地蔵尊施財稟

夫当山諸仏瑞集之梵崛衆生済度之霊地也爰奉新営鋳地蔵菩薩施財所志聖霊安置此密場永劫

毎日備六種之妙供修三密之観行亦盂蘭盆会都婆造立之追福廻向等至于龍華之暁 退転然以

大悲地蔵菩薩願力与秘密神変修力故所志亡霊速極楽往生当来慈尊出世説時必可為菩薩聖衆

無疑矣

祥山良雲居 祥室貞雲大姉

意山宗作居士 風安妙松大姉

知今童女 花顔初見大姉

棑雲 魯道居士 円室智鏡大姉

新野院脱兒浄心居士 慈達院虚岩宗真居士

文政八乙酉年

立山

教蔵坊（角形の朱印）

信州板取村

新野太兵衛殿

ところで、信濃国の人々の寛政元年（1789）と文政8年（1825）の2度の芦峅寺教蔵

坊への金銅仏の寄進の他に、それ以前の天明7年（1787）にも芦峅寺宝伝坊を願主とし

て、信濃国の人々が芦峅寺姥堂に安置された姥尊像の脇立として、観世音菩薩像を芦峅寺

に寄進したことを示す古文書【【史史料料ＧＧ】】が前述の大町市の荒井家に現存している。この古

文書は立山宝伝坊から下行村新井権右衛門（第1表350）に宛てられたものである。

 
【【史史料料ＧＧ】】  
｢｢證證印印 下下行行村村新新井井権権右右衛衛門門殿殿 立立山山宝宝伝伝坊坊｣｣（（大大町町市市・・荒荒井井家家所所蔵蔵、、大大町町市市立立大大町町山山岳岳博博

物物館館寄寄託託資資料料、、天天明明77年年〔〔11778877〕〕、、寸寸法法：：縦縦2288..22 ××横横3399..00 ））

【封筒】

證印 下行村 立山宝伝坊

新井権右衛門殿

【本紙】（本文中に角形の朱印と宝珠形の朱印）

證印曰

夫当山ト者諸仏瑞集之梵屈衆生済度之霊地麓ニハ御姥尊道場ハ諸尊之浄土極楽荘厳之大功

徳也然所ニ御脇立建立之施主現世ニ寿命長遠子孫繁昌守護給来世ニハ五逆重罪ヲ滅則心成

仏無疑者也依テ如件

立山願主

宝伝坊

天明七未歳十月日

御脇立観世音菩薩
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寂照潭月信女

惠山了智居士

明心自白大姉

実源妙照信女

延室貞寿信女

実山良法信士

恭應勤春禅定尼

新井権右衛門殿

また、【【史史料料ＧＧ】】と同じ内容の文書が彫られた版木【【史史料料ＨＨ】】が富山県［立山博物館］

に現存・所蔵されている。

【【史史料料ＨＨ】】

版版木木「「證證印印曰曰（（芦芦峅峅寺寺姥姥堂堂姥姥尊尊像像のの脇脇立立観観世世音音菩菩薩薩像像建建立立のの証証印印））」」（（版版木木・・天天明明77年年〔〔

11778877〕〕））（（富富山山県県［［立立山山博博物物館館］］所所蔵蔵、、寸寸法法：：縦縦2222..00××横横2200..77××厚厚ささ11..55 ））

證印曰

夫当山ト者諸仏瑞集之梵屈衆生済度之霊地麓ニハ御姥尊道場ハ諸尊之浄土極楽荘厳之大功

徳也然所ニ御脇立建立之施主現世ニ寿命長遠子孫繁昌守護給来世ニハ五逆重罪ヲ滅則心成

仏無疑者也依テ如件

立山願主

宝伝坊

天明七未歳十月日

御脇立観世音菩薩

さて、こうした信濃国の人々の芦峅寺教蔵坊や宝伝坊への仏像寄進に関する證文以

外に、安政4年（1857）8月に教蔵坊から筑摩郡柿沢村の市之瀬林左衛門に宛てられた月

牌供養の證文【【史史料料ＩＩ】】や、同じく同年（1857）同月に同坊から同氏に宛てられた護

摩供養の功徳を説く文章【【史史料料ＪＪ】】が残っており、現在筆者が所蔵している。なお、

これとまったく同じ内容の護摩供養の功徳を説く文章で、翌安政5年（1858）11月に

教蔵坊から諏訪郡文出村の山田新右衛門に宛てられたものが、その子孫の諏訪市豊田文出

の山田家に残っている【【史史料料ＫＫ】】。さらにその元版木【【史史料料ＬＬ】】が富山県［立山博物館］

に現存している。

【【史史料料ＩＩ】】

｢｢月月牌牌之之證證文文 信信州州筑筑摩摩郡郡柿柿沢沢邑邑 市市之之瀬瀬林林左左衛衛門門殿殿 立立山山教教蔵蔵坊坊｣｣（（石石川川県県金金沢沢市市・・筆筆者者

所所蔵蔵、、安安政政44年年〔〔11885577〕〕））

【封筒】

月牌之證文 立山教蔵坊

【本紙】

月牌之證文

阿吽発声信士 位（位牌の図の中の書き込み）

夫当山者諸仏瑞集之梵崛衆生済度之霊地也爰建立之月牌者至于龍華之暁毎月備六種之妙供

修三蜜観行令廻向毎歳於盂蘭盆会之場卒塔婆造立供養追福等永無退転慈興大上人之記言若

送置吾山處之亡魂者以我日日三蜜加持力故先送安養寳刹到来於我山尊慈説法時必可為聴衆

菩薩戒ニ貴哉幽魂得脱無疑者也

立山

教蔵坊（角形の朱印）

安政四丁巳年八月日
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信州筑摩郡柿沢邑

市之瀬林左衛門殿

【【史史料料ＪＪ】】

「「教教蔵蔵坊坊護護摩摩修修行行功功徳徳書書 立立山山教教蔵蔵坊坊」」（（石石川川県県金金沢沢市市・・筆筆者者所所蔵蔵、、安安政政44年年〔〔11885577〕〕））

（楕円形の朱印）（本文中真ん中に円形の朱印）

夫純密護摩之妙行者於諸経中随類得益妙用殊勝也誠印々咒々無盡加持門妙徳者能成浄菩提

心茲越中邦立山者転迷開悟之霊山而諸仏集会之道場也於此道場恭搆四曼輪壇修無㝵六大秘

密郡類倶入阿字門如来秘蔵證道矣蓋此勝妙功徳之護摩入檀入内除諸疒難延命外払悪魔障碍

増運遠遁山川海陸諸危難怨敵呪詛水剱難火盗毒疾邪神方惟諸凶難毒虫疑惑之難近家族繁栄

令得無㝵勝福家名永伝子孫悉悟入密乗登妙覚究竟位如是上妙之功徳如明鏡

立山

教蔵坊（角形の朱印）

安政四丁巳年八月日

信州筑摩郡柿沢邑

市之瀬林左衛門殿

【【史史料料ＫＫ】】

「「教教蔵蔵坊坊護護摩摩修修行行功功徳徳書書 立立山山教教蔵蔵坊坊」」（（長長野野県県諏諏訪訪市市豊豊田田文文出出・・山山田田家家所所蔵蔵、、安安政政55年年〔〔

11885588〕〕））

（楕円形の朱印）（本文中真ん中に角形の朱印）

夫純密護摩之妙行者於諸経中随類得益妙用殊勝也誠印々咒々無盡加持門妙徳者能成浄菩提

心茲越中邦立山者転迷開悟之霊山而諸仏集会之道場也於此道場恭搆四曼輪壇修無㝵六大秘

密郡類倶入阿字門如来秘蔵證道矣蓋此勝妙功徳之護摩入檀入内除諸疒難延命外払悪魔障碍

増運遠遁山川海陸諸危難怨敵呪詛水剱難火盗毒疾邪神方惟諸凶難毒虫疑惑之難近家族繁栄

令得無㝵勝福家名永伝子孫悉悟入密乗登妙覚究竟位如是上妙之功徳如明鏡

立山

教蔵坊（角形の朱印）

安政五午歳十一月日

信州諏訪郡文出邑

山田新右衛門殿

【【史史料料ＬＬ】】

「「教教蔵蔵坊坊護護摩摩修修行行功功徳徳書書 立立山山教教蔵蔵坊坊」」（（富富山山県県［［立立山山博博物物館館］］所所蔵蔵、、寸寸法法：：縦縦2211..22 ××

横横2244..00 ××厚厚ささ11..55 ））

夫純密護摩之妙行者於諸経中随類得益妙用殊勝也誠印々咒々無盡加持門妙徳者能成浄菩提

心茲越中邦立山者転迷開悟之霊山而諸仏集会之道場也於此道場恭搆四曼輪壇修無㝵六大秘

密郡類倶入阿字門如来秘蔵證道矣蓋此勝妙功徳之護摩入檀入内除諸疒難延命外払悪魔障碍

増運遠遁山川海陸諸危難怨敵呪詛水剱難火盗毒疾邪神方惟諸凶難毒虫疑惑之難近家族繁栄

令得無㝵勝福家名永伝子孫悉悟入密乗登妙覚究竟位如是上妙之功徳如明鏡

立山

教蔵坊
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３．松本の立山講一行 人の立山詣り

野麦峠は、岐阜県高山市と長野県松本市の県境に位置し、飛騨国と信濃国を結ぶ鎌倉街

道・江戸街道と呼ばれる街道の峠のことである。この野麦峠については、近年、長野県松

本市・奈川村から観た野麦街道の歴史を中心に Web サイトにデジタルでまとめた「奈川野

麦峠ミュージアム」が設立されている１２。 
さて、このサイトには、勝山裕康氏による野麦峠の歴史年表が掲載されており、その文

政 8 年（1825）の条に「松本立山講一行 1,000 人野麦峠を越え立山詣り」の一文が見られ

る。そして、その典拠は『奈川村誌 歴史編』所収「年表」の文政 8 年（1825）の条の記

載であり１３、まったくの同文であった。なお、『奈川村誌 歴史編』所収の「年表」は、

安曇野市三郷の郷土史家・降旗正幸氏（故人）が、奈川村に起きた事柄とそれに関連する

国・藩・領地・周辺村などの事項も加えて作成したものであり、主な参考資料として、特

に村内のことは『吉蘇志略』『木曽地名考』『大宝院書留』『入四ヶ村書付』『奈川学校沿

革誌』『奈川公民館報縮刷版』『奈川村役場文書』『南安雲郡誌』『西筑摩郡誌』などを用

いて執筆しているが、残念ながら、前掲の一文の典拠史料は確認できなかった。  
この内容が何らかの古文書史料によるものか、あるいは村の伝承によるものかは定かで

はないが、時期的な面からすれば、前述の芦峅寺教蔵坊が文政 8 年（1825）7 月に信濃国

の立山信仰の信者たちから寄進された小矢部市観音寺の地蔵尊像の一件と、何らかの関係

があると考えられる。地蔵尊像の寄進者たちがその完成後に芦峅寺に安置された同像を拝

観するために出向いた可能性もあろう。  
そもそも地蔵尊像を鋳造した鋳物師は信濃国上田の小嶋大治郎藤原弘孝であるが、しか

し、それが鋳物師の居住地の上田で鋳造されたものか、それとも請負人の松本で鋳造され

たものか、あるいは芦峅寺またはその付近で出鋳によって造られたものかといったことに

ついては諸説がある。 
そのなかで、これまでのところ斎藤善夫氏の出鋳説が有力視されている１４。ただし、こ

の地蔵尊像は総高 2ｍを超える大型の銅像であるが、台座や本体、持物など大小取り混ぜ

て 20 パーツほどに分けて鋳造され、それらが組み立てられてできている。したがって逆に

分解することもでき、どこで鋳造されても芦峅寺まで運搬することは可能であった。実際

に明治初期には前述のとおり、芦峅寺から長楽寺、さらに観音寺へと移遷されている。斉

藤氏は、地蔵尊像が松本で鋳造されたとすれば、立山までの運搬ルートとして、①松本→
高山→立山、②松本→糸魚川→海運説、③松本→犀川・信濃川舟運→新潟→海運説、④針ノ

木峠、佐良峠を越えた、などが考えられるとしている１５。このなかで①のルートは、信濃

国松本から野麦峠を越えて飛騨国高山へ通じる野麦街道であり、前述の文政 8 年（1825）
の「松本立山講一行 1,000 人野麦峠を越え立山詣り」の記載と合致する。そうすると、斉

藤氏の出鋳説は依然有力ではあるが、その一方で、松本で鋳造され野麦街道を経て立山山

麓の芦峅寺まで運搬された可能性もまだ捨て切らない方がよいであろう。 
ところで、文政 8 年（1825）に、もし本当に松本の立山講一行 1,000 人が野麦峠を越え

て、立山に参詣したとすれば、あるいは地蔵尊像を運搬したとすれば、当事者である立山

講一行の人々にとって、また旅中に彼らに関わった各地の人々にとっても、これは相当の

一大事である。旅中の休憩や食事、宿泊はどうなるのか、1,000 人もの人々が富山藩西猪谷

関所を通過する際にはどうなるのか、様々な疑問がわいて出てくる。そもそも、1 回の旅

で 1,000 人が移動したのか、あるいは何回にも分けての立山参詣の延べ人数が 1,000 人と

いうこともありえる。ちなみに、高瀬保氏の「西猪谷口留番所の通行者」１６には、文化 14
年（1817）から元治元年（1864）にかけて、西猪谷番所を通り越中側に入国した人を列挙

しているが、それによると、文政 8 年（1825）は、同年の関所日記や留帳、過書などの関

係史料の現存状況にも左右されるが、残念ながら 1 件も挙げられていない。 
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４．松本の立山講

４―１．新川木綿

越中国新川地方の新川木綿に関する文献には、古いものでは明治17年（1884）刊行の『富

山県勧業第一回年報 明治十六年 富山県勧業課』１７や明治42年（1909）刊行の『下新川

郡史稿（上巻）』１８、大正2年（1913）刊行の富山県滑川役場『滑川町誌』１９、昭和8年
（1933）刊行の黒田源太郎『爐邊夜話』２０などがある。その後しばらく時を経て、これら

の文献や新川地方の地方文書も活用して、昭和41年（1966）に奥田淳爾氏が「新川木綿の

盛衰」（『富山史壇 第33号』所収）２１と題する本格的な論文を発表している。  
その後も、昭和42年（1967）刊行の『入善町誌』２２や昭和43年（1968）刊行の『魚津市

史 上巻』２３と昭和47年（1972）刊行の『魚津市史 下巻』２４、昭和48年（1973）刊行の

『富山県史 民俗編』２５などで、奥田氏の論文など前述の文献を参考にして新川木綿の項目

が執筆された。 
さらに、昭和54年（1979）に高瀬保「新川木綿・魚肥の普及と船問屋株崩壊」（『加賀

藩海運史の研究』所収）２６、昭和58年（1983）に「第7章「商品生産と流通」第4節「織物

類」3「木綿」」（『富山県史 通史編Ⅳ近世下』所収）２７が刊行され、平成2年（1990）
には谷本雅之「19世紀，新川木綿の発展と衰退―衰退型白木綿産地の一事例―」（『富山大

学日本海経済研究所研究年報 第16号』所収）２８と、入善町史編さん室編『入善町史 通史

編』２９などが刊行されている。  
これらの文献のなかで、特に『下新川郡史稿（上巻）』や奥田淳爾「新川木綿の盛衰」、

『富山県史 通史編Ⅳ近世下』、谷本雅之「19世紀，新川木綿の発展と衰退―衰退型白木綿

産地の一事例―」の4つの文献を参考にして、以下、越中国新川地方の木綿布の生産・流通

状況を見ていきたい。 
越中国新川郡では加賀藩の安永期（1772～1780）・天明期（1781～1788）の産業政策に

より、安永期頃から滑川・魚津・上市・三日市・入善・泊町などで白木綿の生産が行われ

た。天明期には取扱量が多くなったため魚津に綿肝煎が置かれ、享和2年（1802）になると

滑川の綿打稼は11軒に増加した３０。さらに文政期から天保期（1830～1843）には、新川木

綿が加賀藩の主要産物になっている３１。 
その販路について天明期の状況を見ると、天明6年（1786）の「魚津宿鑑」には魚津町木

綿の出来高が4,545疋であるとし、それを高岡・金沢・氷見などへ売出し、年により増減が

あると記している３２。文化8年（1811）には800貫目から900貫目の生産額となり、うち400
貫目は出津品であった３３。天保元年（1830年）には3,000貫目が魚津から信州松本商人へ、

600貫目が江戸会所へと搬出された３４。文政7年（1824）、高岡が加賀藩から綿取引の独占

権を与えられ、加賀・能登・越中における唯一の綿場が設置された。高岡の綿問屋は関西

地方から原綿を買い取り、北前船で高岡に運んだ。高岡で綿打ちをし、新川地方や能登地

方、砺波地方の農家へ綿を卸した。そしてそこで綿が紡がれて綿糸となり機織されて白木

綿に仕立てられた。そのなかでも特に有名だったのが「新川木綿」であった３５。 
文政13年（1830）8月の加賀藩産物方主付一丸甚六の書状３６によると、当時信濃国松本

の商人に100万反が販売されていたことがわかる。このように天保元年（1830年）までに

は、松本と江戸が新川木綿の主要な販売先になっていた。  
松本に新川木綿が販売されるようになった契機は、次のとおりである。寛政年間（1789

～1800）に松本の麻商人の某が三日市町の円右衛門方に宿泊し、これまで出回っている綿

織物のなかで、新川の白木綿は自分たちの地方の需要に適すると思い、若干を地元松本に

持ち帰った。この時の円右衛門の買い入れが、後に信濃国に新川木綿の販路を開いた元祖

となったというものである３７。さらに文化期の頃、三日市村の島屋清吉が松本に赴き、同

地の商人と交流し、薬罐屋の某と契約して木綿を松本に輸出して以来、信濃国や越後国の

商人等が下新川郡の諸方を訪れ、数多の木綿を買い取っていくようになった３８。そして、

前述の一丸甚六の文政13年（1830）8月の書状３９によると、文政期には30人程の松本商人
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が新川郡へ木綿の買付けに訪れ、100万反が販売されていたという。  
さて、奥田淳爾氏の「新川木綿の盛衰」によると、三日市町の木綿問屋米屋吉十郎（本

多家）と松本との取引先を示す明治2年（1869）の史料には、松本の陳屋藤兵衛以下48名の

名前が記載され、さらに同史料の欠損状況からすると当初は60以上の取引先があったもの

と推測されるという。この他、同史料からは、松本との交易のルートが魚川・小谷峠・大

町・松本のコースをたどっていたこともわかるという４０。 
 

４―２．芦峅寺の布橋灌頂会と木綿

江戸時代、越中立山は山中に地獄や浄土がある“あの世”と考えられていた。男性はあの

世の立山に入山することで擬似的に死者となり、地獄の責め苦に見立てられた厳しい禅定

登山を行うことで、自分の罪を滅ぼして下山する。こうして新たな人格・生命に再生し、

現世の安穏や死後の浄土往生が約束された。  
しかし、当時の立山は女人禁制の霊場であった。そこで、江戸時代、毎年秋彼岸の中日

に山麓の芦峅寺（現、富山県中新川郡立山町）では、男性の禅定登山と同義の儀礼として、

村の閻魔堂・布橋・姥堂の宗教施設を舞台に、女性の浄土往生を願って「布橋大灌頂（布

橋灌頂会）」と称する法会が開催された。  
地元宿坊衆徒の主催により、全国から参集した女性参詣者（実際は男性参詣者も参加し

ていた）は閻魔堂で懺悔の儀式を受け、次にこの世とあの世の境界の布橋を渡り、死後の

世界に赴く。そこには立山山中に見立てられた姥堂（芦峅寺の人々の山の神を根源とする

姥尊が祀られている）があり、堂内で天台系の儀式を受けた。こうして、すべての儀式に

参加した女性は、受戒し血脈を授かり、男性のように死後の浄土往生が約束されたと概念

づけられていた。この布橋大灌頂は幕末期に至ると、同じく芦峅寺衆徒が執行した大施餓

鬼・血盆納経式とともに、立山信仰ならではの女人救済儀礼として、庶民層にだけでなく、

江戸城の関係者や諸大名家など近世身分制社会の最上級の人々にも認識されていた。第13
代将軍徳川家定の夫人の天璋院篤姫や第14代将軍徳川家茂の夫人の皇女和宮をはじめ、多

くの大奥女中、あるいは諸大名家の藩主夫人や奥女中らも布橋大灌頂や血盆納経式に関心

を示し、芦峅寺宝泉坊に寄進を行っている。  
さて、布橋灌頂会の儀式では、閻魔堂から布橋を経て姥堂まで白布が敷き渡された。そ

の際に用いられる白布の長さは、以下の①から⑮の通りである。 
①延享4年（1749）9月に芦峅寺衆徒・社人中から加賀藩寺社奉行所へ宛てられた書付で

は136反４１、②安永8年（1779）芦峅寺日光坊「芦峅姥堂大縁起」では136反４２、③寛政7
年（1795）芦峅寺大仙坊「立山御姥尊布橋施主帳 立山御姥尊別当大仙坊」では136反４３、

④寛政7年（1795）芦峅寺大仙坊「立山御姥尊布橋布施主帳 立山御姥尊別当大仙坊」では

136反４４、⑤文化2年（1805）芦峅寺善道坊「立山御姥尊荘厳施主帳」では360反４５、⑥文

化11年（1814）芦峅寺宝泉坊衆徒照円「勧進帳（布橋大灌頂勧進記）」では360反４６、⑦

文化14年（1817）芦峅寺権教坊「芦峅中宮寺姥堂大縁起」では136反４７、⑧文政3年（1820）
芦峅寺宝伝坊「御姥尊縁起」では136反４８、⑨文政3年（1820）芦峅寺泉蔵坊「立山御姥尊

別当奉加帳 芦峅泉蔵坊」では360反４９、⑩文政6年（1823）芦峅寺大仙坊「立山御姥尊別

当奉加帳 芦峅大仙坊」では360反５０、⑪文政10年（1827）芦峅寺相善坊「北国立山御姥

堂別当奉加帳」では360反５１、⑫文政6年（1823）から文政12年（1829）の間に作成され

た「立山本地阿弥陀如来略記」では136反５２、⑬天保2年（1831）芦峅寺善道坊「立山御姥

尊布橋大灌頂勧進記」では360反５３、⑭天保13年（1842）芦峅寺一山「諸堂勤方等年中行

事外数件」では360反５４、⑮元治元年（1864）芦峅寺宝泉坊衆徒泰音「布橋大灌頂勧進記」

では1,360反５５となっている。 
以上の史料により布橋灌頂会に用いられる白布の長さは、寛政期（1789～1800）までは

136反であり、それが文化期（1804～1817）から文政期（1818～1829）にかけては136反
から2.5倍以上の360反に増加していることがわかる。  
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一方、越中国新川郡では加賀藩の安永期（1772～1780）・天明期（1781～1788）の産業

政策により、安永期頃から滑川・魚津・上市・三日市・入善・泊町などで白木綿の生産が

行われた。天明年間には取扱量が多くなったため、魚津に綿肝煎が置かれ、享和2年（1802）
になると滑川の綿打稼は11軒に増加した５６。さらに、文政期から天保期（1830～1843）に

は新川木綿が加賀藩の主要産物になっている５７。こうした状況と、布橋灌頂会に使用する

白布の長さの文化期から文政期にかけての極端な増加現象は、まさに連動したものであっ

たと考えられる。 
ところで、芦峅寺の伝承では、布橋灌頂会が終わったあと、使用された白布で経帷衣を

制作したというが、各宿坊家は布橋灌頂会のために少なくとも1反ずつは提供しているか

ら、それぞれ少なくとも1反ずつのお下がりはあったはずで、それを用いて経帷衣を制作し

たのであろう。受注枚数が多くて足りない場合は、地元の新川木綿を購入して制作したと

考えられる。嘉永2年（1849）善道坊竜泰著『立山秘伝御帷子等整法草稿』５８に記載され

た経帷衣の制作図面に、「御帷子仕立方寸尺」として「ヲモミ長三尺。是モ昔当時ハ布高

値ニ付、大概二尺八寸ヨリ九寸也」との文言が見られ、経帷衣の制作にあたっては、外部

から布が購入されていたことが推測される。おそらく、これは新川木綿であろう。このよ

うに、遅くとも文政期から天保期の間には新川木綿の生産・流通が確立されており、芦峅

寺衆徒は、布橋灌頂会に必要な白布を、すべて地元の新川木綿を購入することで調達でき

たと考えられる。 
 

４―３．松本の立山講  

第2章で教蔵坊が寛政元年（1789）と文政8年（1825）の2度、信濃国の人々から金銅

像の寄進を受けたことを述べたが、その際、松川村細野の平林家は2度とも寄進をして

いる。したがってこの平林家は寛政元年（1789）には既に教蔵坊と師檀関係を結んで

いたと考えられ、そうすると教蔵坊の信濃国の檀那場も領域や規模などこそ不明だが、

その頃既にある程度形成されていたと考えてよいだろう。  
さて、第1章で述べたとおり、史料的には文政8年（1825）の小矢部市観音寺の銅造地蔵

菩薩半跏坐像の銘文によって、教蔵坊の衆徒照界と松本の木綿問屋の同業組合「立山講」

との接点が確認できるが、もっともそれ以前から教蔵坊は松本の木綿問屋と何らかの繋が

りを持っていたのではないかと推測される。  
寛政年間（1789～1800）に信濃国松本の麻商人の某が三日市町の円右衛門方に宿泊し、

新川の白木綿を若干地元松本に持ち帰ったことが、後の文化年間における新川木綿の松本

方面への販路開拓に繋がるわけだが、その際、松本の木綿問屋の同業組合名が「立山講」

と名づけられているくらいであるから、おそらく教蔵坊が新川木綿の問屋と松本の木綿問

屋を繋ぐ何らかの役割を果たしていたのではないかと思われる。 
松本の立山講については、次の慶応2年（1866）の松本産物会所による鑑札・運上改に際

して触れ出された文書の一部５９に記載が見られる。 
町方 
一立山講木綿 
荷主大町継送り切手産物所江差出候上改請荷主江付入、荷主より箇数取調産物方江差出可
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取立之事。 
一繰綿小立 
立山講行事より取調産物方江差出積金産物所ニ取立之事  

 
この史料により、松本の町方に「立山講木綿」と呼ばれる木綿関係商人の仲間が存在し

ていたことや、そのメンバーが繰綿流通にも関与していたことがわかる６０。また、この「立

山講木綿」の取り扱う木綿が、「荷主大町継送り」とあるように、糸魚川から大町を経由

22（100）



 

して持ち込まれる「越中立山」の木綿、すなわち新川木綿であるとみられる。立山講は19
世紀初頭には成立していた模様で、文政2年（1819）年には役所へ木綿300反の冥加献上を

願い出た記録があり６１、加入商人数は文政期78人、安政期80余人といわれる６２。 
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妻講（刻煙草業者の集団）の人たちが、酒、米、干鯣などの、開通を祝う目出度い品々を
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売ることが文政期ころから盛んにおこなわれるようになりました。埋橋あたりで木綿の晒

しが盛んにおこなわれたといいます（『よみがえる城下町・松本』）。絞り木綿や手ぬぐ

い地の販路は京都・名古屋方面でした。この取引商人は「立山講」という講をつくりまし

たが、文政年間には構成員が78人いました。」 

おわりに

以上本稿では、芦峅寺教蔵坊が文政 8 年（1825）に信濃国の人々から寄進を受けた銅造

地蔵菩薩半跏坐像の銘文を分析史料とし、俗名で刻まれた寄進者名とその住所をすべて整

理して一覧表を作成した。俗名の寄進者数は 1,180 人で、住所に該当する町村数は 145 件

であった。そして、そこから教蔵坊の檀那場（布教圏）をあぶり出すと、現在の行政区で

言えば、糸魚川市（25 町村・124 人）、上越市（1 村・2 人）、中野市（1 村・1 人）、上

田市（1 町・1 人）、大町市（16 村・150 人）、北安曇郡松川村（4 村・108 人）、同郡池

田町（10 村・103 人）、安曇野市（28 村・248 人）、松本市（33 町村・294 人）、東筑摩

郡山形村（3 村・7 人）、同郡朝日村（5 村・64 人）、塩尻市（9 村・40 人）、上伊那郡

（1 村・6 人）、下伊那郡（1 村・1 人）の広域であった。なお、この他に村名及び所在地

が確認できない事例は 7 村・31 人である。 
次に、長野県に現存する教蔵坊が発給した寄進者に対する領収証文などの古文書史料と

も併せて、教蔵坊と直接的に関係を持ったことが確認できる人々を幾例か提示した。  
一方、教蔵坊が寄進を受けた銅造地蔵菩薩半跏坐像の製作にあたっては、先述の銘文か
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ら、同坊の衆徒照界と松本の絞木綿問屋の同業組合「立山講」との関係が背景にあるとみ

られ、さらにこの松本の立山講は、越中国の新川木綿の生産・流通状況にも深く関わって

いた。こうした当時の新川木綿を取り巻く状況についても、信濃国の人々の教蔵坊への銅

造地蔵菩薩半跏坐像の一件と併せて、両者の関係性についても、そこに師檀関係の存在を

浮き彫りにした。 
 

註

 
１ 拙稿「信濃国の立山信仰―芦峅寺衆徒が江戸時代後期以降に信濃国で形成していた檀

那場について―」『富山県［立山博物館］研究紀要 第8号』（3頁～59頁、富山県［立山

博物館］、2021年3月）。
２ 拙著『近世立山信仰の展開―加賀藩芦峅寺衆徒の檀那場形成と配札―』（131頁～214頁、

岩田書院、2002年5月）。
３ 小矢部市観音寺の銅造地蔵菩薩半跏坐像の銘文「願主教蔵坊照界立之」。
４ 小矢部市観音寺の銅造地蔵菩薩半跏坐像の銘文「旹時文政八年乙酉七月吉祥日」。
５ 小矢部市観音寺の銅造地蔵菩薩半跏坐像の銘文「請負松本飯田町薬罐屋佐原市右衛門正

孝」。
６ 小矢部市観音寺の銅造地蔵菩薩半跏坐像の銘文「御鋳物師大工職 信濃国上田住 小嶋

大治郎藤原弘孝謹制」。
７ 「当山古法通諸事勤方旧記 芦峅寺 文政十二丑年五月改之」（廣瀬誠編『越中立山古記

録 第1巻』所収、37頁、立山開発鉄道株式会社、1989年9月）。「一、閻魔堂 廿四日 五

尊共御供備ヒ。外ニ地蔵菩薩壱尊御供上ル。此ハ教蔵坊より祠堂附有。金子ハ一山ヘ差出

し候。」
８ 「諸堂勤方等年中行事 外数件 天保十三年度」（高瀬保編『越中立山古記録 第4巻』所

収、26頁、立山開発鉄道株式会社、1992年6月）。「焰魔堂年中勤方」の項目に「一 七月

十六日、日中衆徒・社人沐浴出勤 一 香花・燈明・誦経等ハ縁日之通り」と記されてい

る。
９ 立山地獄及び芦峅寺一山の大水陸会に関する絵と詞書きの版木（富山県［立山博物館］

所蔵）、及びその刷り物。史料名：「立山地獄」、版木の法量：縦30.5 ×横39.0 ×厚さ

1.8 。詞書き：「立山地獄谷地蔵菩薩諸の罪人に代り苦悩を受給ふ故ニ尊躰痩損し給ぬ。

依て十方衆生の先□（ 字擦れ難読）罪滅当主安全のため信施を頼ミ再建なし奉願るにや。

願主教蔵坊」。「地蔵尊前ニおゐて毎年七月十六日一山の僧侶集会施主の面〃未来成仏の

ため大水陸会を修す」。「水陸会」は仏教行事であり、水陸斎、悲斎会ともいう。飲食物

を水辺や大地に散じて諸霊に施し、苦悩を除こうとする法要である。餓鬼会、施食会、施

餓鬼会と同じ法要である。
１０ 立山町史編纂室編『立山請来 延命地蔵銘 小矢部市観音寺境内安置』（1972年5月）。

地蔵尊像の銘文を翻刻しガリ版刷りの資料集として紐でとじたもの。
１１ 山内實太郎『松本繁昌記（復刻）』（141頁、山麓舎、1982年10月）。『松本繁昌記』

は近刊の「東京新繁昌記」に倣ったとある。この書は、文学者の服部誠一が維新後の東京

の街や風俗の様子を洒脱に書き、 明治7年（1874 から全6編を出版した。松本繁昌記は前

編42ページ、中篇168ページ、後編54ページからなる。巻頭に会社や商店の広告、写真等を

掲載。前編で松本の沿革を示し、中篇では地域別に「信切勉強の評判ある各種商店」を紹

介している。菓子、呉服、茶、書籍、米穀、洋品、紙類、下駄、酒、薬、桶、織物、蚕糸、

砂糖、塩、煙草、陶漆器、足袋、石、銃器、金物、肥料などの小売や卸問屋のほか、銀行、

質、運送、旅館、料理店、印刷業、電気事業者、遊郭、温泉まで当時盛んだった商工業者

を列記。所在地、屋号、取り扱う品物や品揃えの豊富さ、いかに質が良く善良な商いをし

ているかなど事細かに書き尽くしている。後編では当時盛んだった秋蚕種業を取り上げ、
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東筑摩郡内の41、南安曇郡内の27の業者を紹介している。
１２ 降旗正幸「年表」『奈川村誌 歴史編』（582頁、奈川村誌編纂委員会編修、奈川村誌刊

行委員会発行、1994年5月）。降旗正幸氏は奈川中学校の校長を務め、その後、奈川公民館

に勤務し『奈川村誌』の編纂に携わった。
１３ 「奈川野麦峠ミュージアム」。運営管理：株式会社ふるさと奈川。担当部署：観光

交流部・ふるさと奈川ファンクラブ事務局・野麦峠まつり実行委員会。責任者：代表

取締社長 奥原仁作。制作／デザイン： 未来デザイン研究室・地域デザインチ

ーム。制作協働：ふるさと奈川を起こす会・奈川公民館・奈川支所。連絡先：0263-79-
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